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                               平手 友彦 
 
 2016 年 11 月 26 日（土）に日本フランス語フランス文学会中国・四国支部大
会が広島大学東千田キャンパス未来創生センターで開催され、特別企画として
15 時 15 分よりシンポジウム「『ヒロシマ・モナムール』—トポスとしてのヒロ
シマ」が一般公開で行われた。 





















































 発表後には一般参加者との質疑応答も活発に行われ、会場となった 80 名定員






報が入った。2017 年 1 月 27 日午後パリで亡くなった。89 歳。Le Monde 電子版
は、『ヒロシマ・モナムール』のあまりに強烈な役は彼女の女優人生に「影」ombre
のように付きまとったと報じた（J. Mandelbaum, "L'actrice Emmanuelle Riva est 
morte", Le Monde, le 28 janvier 2017）。エマニュエル・リヴァは大文字の「愛」Amour
の女優としてその記憶が今も広島の街に刻まれている。謹んでご冥福をお祈り
する。 
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